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1 取付説お付き 1 



お買い上げいただき、まことにありびとラございます。 


♦取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

ご使用前に r 安全上のごま意 J (屬^4ぺージ)をおずお読みください。 

•保証書は、「お買い上げ曰*販売店名」などの記入を確かめ、 
取扱説明書とともに大切に保管してください。 
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〈よくあるご質問〉 



ワイヤレス連動型住宅用乂災警報器についてのさまざまな情報が 
当社のホームぺージでち確認でさまず。 


サボートぺージ（本 URL は2日10年目巧現在のものです) 


http :// denko . panasonic . biz / Ebox / jukeiki / index.html 
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お知5せ 


取付•登録のしかた 





























まを上のごを意 必ずお守り<ださい 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくこと 
を説明しています。 

■誤った巧い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、 
説明しています。 


A 警告 

「死こや重傷を負ラおそれがある内容」です。 

A 注意 

r 傷害を負ラことや、財産の損害が発生する 
おそれがある内容」でず。 


■お守りいただ<巧客を次の回記号で説明していまず。 
(巧は図記号の側です。） 


&してはし、けなし、内容です。〇麗貨ければな 5 なし、 


A 警告 

〇 

必ず守る 

取り付け-取りはずし時などはを場を確保し、 

を全に作業でさるよラま意ずる。 

守らないと、転倒•落下してケガをするおそれびあります。 

電池の挿入や交換、および取付用木ネジの取り扱いは、 

乳幼兒や子供の手の届かない場所で巧ラ。 

守 5 ないと、誤飲やケガをするおそれびあります。 


A ミち意 

0 

禁止 

警報部にちを近づけて警報音を聞かない。 

聴力障害などの原因となるおそれびあります。 


その他の安を上のごを意についてち、本書巧の各所に記載して 
あ0まずので、がずお読みくだをい。 




























ワイヤレス連動型住宅用义巧警報器の特徴 


I [規器][モ器]のどれか1つび义災(煙または熱)を 
巧がずると、费の中ずベての警巧おか6 
音青でお巧6せ！ 

■ワイヤレスなので、配線工事不要 
■規お1台にモ器14台まで登録可能 

♦ご使用前にモ器を親器に登録ずる操作がお'要でず。 

(セット品： SH 巨90吕 P の子器列 ■) 17ぺージ 

•1 住戸にいンステムでご使用ください。 

■電池寿巧約10年 




お知5せ 


取付•登録のしかた 
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使用上のごを意 


•この商品は煙または熱を検知して警報する機能をもっています 
び、火災の防止器ではありません。火災などによる損害につい 
ては責任を負い兼ねますのでご了承 < ださし、。 

•この商品は、法律(消防法目条 2) で住宅への設置および維持につ 
いて義務付け5れています。 

維持管理のために、6力月ごとに1回じ Lb 定期点検を行ってくださし、。 

原つ 3 ぺージ 

•隣家に設置されていても湿信することはありません。 


M 週間!;(上留守にされた場合は、留守中に電池切れとなって 
いる可能性びあるた奴、帰宅媛に動作確認を行ってください。 
廣2日ぺージ 


♦けむり当番の場合、殺虫剤（くん煙殺虫剤- 
加熱蒸散殺虫剤を含む)を使用ずる場合は、 

义災警報動作をずるおそれがありまずので 
本体をはずして （ t ^34 ページ)殺虫剤が 
かか 5 ない巧に置いてください。 

使用後は換気をして、本体を取り付けてく 
ださい。 

•ねつ当番の場合、ライターなどの直义で 
熱検知部を溫めないでください。 

•親器あるいはテ器だけで使用することはでをません。 
親器と子器は組み含わせてご使巧ください。 

(親器は1台必要でず。2台];(上は使用できません。） 



♦セツト品 (SH 目日 02 P ) に同個されている子器は親器に登録済みで 
ずが、子器を別に購入して増設ずる場合は、登録操作が必要でず。 
が17ぺージ 

•一般型の住宅用火災警報器とち連動でさます。（一般型および薄型 
の住宅用火災警報器の対象品番ページ） 

登録ち法については、当社のホームページ ( URL [：^2 ページ)を 
ご確認いただくか、お客様ご相談窓口にご相談ください。 





> 消防法に規定された「自動 X 災報知設備」には代用でさません。 

>この商品は電波法で認め5れた r ル電カセキュ U テイシステムの 
無線局」です。 


义災むがでも下記のような場合に警報ずることがありまず。 

換気や掃除機による吸い取りなどで原因を取り除くと警報動作は 
止まりまず。 

「けむり当ま」の場含、煙検知部(側面 
凹部全周)を掃除機で2周 lU 上暇し、取 
ると効果的です。 

f ただし、警報部や「ねつ当番」には'! 

掃除機は使わないで<ださい。 





掃除機で吸い取りを行った後は、必ず動作確認を行ってくださ 
い。缺2已ぺージ 


けむり当番 


♦殺虫剤や化粧品などのスプレーが 
直接かかった 

♦タノ くコや線香などの煙がかかった 
い、 2本や吹さかけた程度の煙では、 
i 警報しません I 

♦ <ん煙式-加熱霖散式の殺虫剤を 
使用した 

♦調理の煙や加湿器などの蒸気などび 
かかった 

♦結露した 

♦ホコ U や虫(クモなど)が入った 


ねつ当番 



♦レンジ-エアコン•ストーブなどの熱を検知した 
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火災警報器の誤動作について 


お知5せ 


取付•登録のしかた 















る aj のなまえとはた 6 を 


けむり当番 


親器 ( SH 6410 P ) •モ器 ( SH 目 420 P ‘ SH 6420 YP ) I 


P 警報停止ボタン/ランプ(ホ）（通常時:消な) 

♦警報音を停止させたり、動作確認に使用します。 

♦警報時、動作確認時に点滅します。 



取付ベース 


煙検知部(側面凹部全周） 

•煙び流入し、火災を検知します。 

警報部 

♦警報音び鳴ります。 


\ 本体 

引きひも（約 QOcm ) (取りはずし可能 厮11 ぺージ) 


•警報停止ボタンの代わりに、使巧でをます。 


A ミち意 

0 

禁止 

警報部にちを近づけて警報音を聞かない。 

聴力障害などの原因となるおそれびあります。 


运マークについて 


•けむり当番-ねつ当番は、総務省の技術基準に適合しています。 
商品に貼り付けられている表示（霞マーク）は、その証明マーク 
です。表示マークの貼り付け5れている商品は総務大臣の許可 
無しに改造して使用することはでさません。 


改造ずると法律により罰せ5れることがあります 。I 






















モ器 (SH 色 6 吕 OP リ 


厂警報停止ボタン/ランプ(ホ）（通常時:消な） 

»警報音を停止させたり、動作確認に使用しまず。 

»警報時、動作確認時に点滅しまず。 

■取付べース 


本体 


報部 

'警報音び鳴りまず。 

熱検知部 

♦熱を横知します。 

_ -引きひも（約 QOcm ) (取りはずし可能 原 M 1 ページ） 

~ 参警報停止ボタンの代わりに、使用でさます。 

•取付べースをはずした図(はずし方6ぺージ） 


けむり当番 





電波確認ボタン(親器のみ） 

•すべての子器に電波び届いてい 
るか確認するとをに使巧します。 

登録ボタン 

♦登録時に使用します。 

専用 U チウム電池 
接続用コネクタ 
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ねつ当き 


お知5せ 


取付•登録のしかた 
























































さ部のなまえとはた6を (っヴま) 



•取付用木ネジ 

(3 .已 X 2 已 mm ). 2本 

( SH 6902 P : 4本） 




>石こラボード用取付プラグ…2本 
( SH 曰 902 P : 4本） 




>専用リチウム電池 . 1コ 

( SH 6902 P : 2つ） 



透明フィルム 
をはがさない。 


»取扱説明書(保証書付さ） 

(本書) . 1冊 

•かんたん準備ガイド . 1枚 




専用 U チクム電ミ也品番： SH 384 已已吕已吕〇 



A 警告 


〇 

必ず守る 


電池の挿入や交換は、乳幼巧の手の届かないところ 

で巧ラ。守らないと、誤飲のおそれびあります。 


© ♦透明フイルムは、専用リチウム電地を保護するものです。 
絶対にはがさないでください。 

♦電地寿命は約10年ですが、お客様のご使用環境により短く 
なる場合びあります。なお、電池交換後も正常に動作すること 
を確認したうえ、引き続きご使用ください。 

厮2己ぺージ 

♦電波ノイズび多い場所では、電池の消耗が早くなります。 


♦電池寿命び近づ<と、電池切れ警報でお知5せします。 
厮32ぺージ 




















引さひちについ 


引きひもは、天井などの手び届かない位置に取り付けた場含、警報停 
止ボタンを押す代わりに使巧するものです(取りはずしも可能)。 


A ミ主意 


〇 

必ず守る 


壁掛け取り付けずる場合や、石こラボードの天井に 
取り付ける場合は、弓 I きひもをはずして使用ずる。 

引きひわを引っ張ることで本体び落下し、 

商品び破損したり、ケガをするおそれびあります。 


® 本体を取り付けるときは、引きひもがミゾに正しく収まっている 
ことを確認してください。取り付け後、引きひちび正しく動作し 
なかったり、本体を取りはずすことができなくなります。 

引きひもの取り付けや取りはずしは、本体を取付ベースか5取りはず 
してか日（〔蚕^1目ページ)、下のよラに行ってください。 

♦引きひもを取り付けるには 

引をひち 
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お知5せ 


取付•登録のしかた 


























普段の就寝に使ラ 
部屋。子供部屋•高 
齢者の居室を含む。 


寝室がある階の階 
段最上部。 




リビングなど寝室 
外の部屋。 




警報器を設置ずるお要 
がなかった階で、就寝 
に使用しなし 個室 
(床面積が 7 m 2 Ui 上） 
び已な上ある階の廊下。 



^取付場所について 


けむり当番 
(煙式） 


けむり当番 
(煙式） 


けむり当番 
(煙式） 


けむり当番 
(煙式） 

または 

ねつ当番 
(熱式） 


けむり当番 
(煙式） 


設置が必要な場所 


全地域で必ず 

取り付けが必要な場所 


市の巧条例によっては 条件によっては 

取り付けが必要になる場所 必要になる場所 


取付•登録のしかた 




































































































® 設置および維持基準については、政省令で定める基準に従い、 
市町村条例で定め5れています。詳しい設置場所は、当社の 
ホームぺージ上でも確認できまず。 （ URLt ：^2 ぺージ） 


本体の中むから政下の距離を確保してください。 
誤動作や故障、または検知び遅れる原因とな0ます。 


.接 


60 cmm 上(けむり当き） 
40 cmm 上(ねつ当き） 



天井 

1 i 1 

可能な限り離ず！ 


約 60 cm (けむり当番） 

1己 cm 〜已 Ocm 

約40 

cm (ねつ当番)； 


舉 

. i A ) 


を 

5 



•階段や廊下などで上記の条件に則した設置び困難な場合は、所轄消防署に 
ご相談ください。 


次ページにつづ< 


お 

知 

ら 

せ 


取付•登録のしかた 


@ 
















































取付場所について(っヴき) 


取り付けできない位置 


<けむ0当を-ねつ当を共通> <けむ0当をの場合> 


>取付位置の温度が〇でを下まわる、 
あるいは 40 t ： を超える場所 

電池電圧び低下して電池切れ警報動作 
をしたり、正常に動作しないおそれび 
あります。 へ 

巧^ 4^ 4 グ间。 

響 X 县 

0でを 下 まわる40でを超える 


>お室内や水が ^ 

かかる場所、 —— 
水滴のつぐ場巧 

r { j } 


X 


*屋か•屋側 
(軒先など) 



>照明器具の真上や近< 

煙や熱び照明器具 
に遮られるため、 

可能な限り(約已〇 
cm ) 離してくださ 
し、。 


X 


>食器洗い乾燥機や 
炊飯器などの蒸気 
のかかる場所 


XI 


•乂災ではない煙の 
かかる場巧 

調理の煙や蒸気、 
排気ガスなどがか 
からない場所に取 
り付けて < ださい。 




質八 

3 


•タンスなどの ^ 

真上や近く ——唐 

於 

巨日 cmm 上離して ^ 

う ( s | 

ください。 

<ねつ当香の場合> 


* 暖房や煙突の近く 

•レンジ、ストーブなどの真上や近く 





嚴 / 


•倉庫など直射曰 E 





光により温度上 


作? 



昇のはげしい場 

丄 1 

齿 

1 〇 1 



巧 























































設置上のごま意 

■絶対に分辭•改造しないでください。また、落下させたり衝撃を与えな 
いでください。故障の原因となります。 

■キズをつけたり、ペンキなどで塗装しないで<ださい。 

■親器と子器との電波到達距離は、障害物のない場所での水平見通し距離 
約1日 Om です。 

■下記のような使用環境では、電波ノイズを受けたり電波の到達距離び短 
くなります。このよラな場合は動作しないことびあります。 

•機器間に金属や鉄筋コンクリートなどの電波を通しにくい障壁びある。 

•機器間にある天井面-壁面内の断熱材にアルミ道を貼り付けたグラスウー 
ルを使用している。 

•機器の周辺び金属物で囲まれている（スチールキャビネットの間など)。 

•金属物の天井面-壁面に磯器を取り付けている。 

•電子レンジやパソコンなどの家庭巧電気製品や OA 機器び機器の Im 政のに 
ある。 

•機器の近くで、直流電圧で駆動するべルやモーターなどの機器び動作して 
いる。 

•機器の近くで、携帯電話や PHS 電話を使用している。 

•機器の近くり OmU (内)で、マイク□波治療器などを使用している。 

•近くに、テレビ-ラジオの送信所近辺の強電界地域またはを種無線局びある。 

■到達範囲內でち電波の特性により電波び弱 < なる場所がありますのでミ主 
意してください。 

■親器-子器は AC1 日 0V 機器およびその電源線から 20cm 政上離して 
設置して<ださい。近すざると正寓に動作しない場含があります。 
■送信電波び医用電気機器に与える影響はきわめて少、ないものですが、 

安全管理のため親器とテ器は医用電気機器から2日 cm 政上離して使用し 
て < ださい。 

■13 -14ページに従って正しい位置に取り付けてください。また、移動 
させた場合は必ず動作確認 （ty 2已ページ)を巧ってください。 


[ 正しく設置しないと、义災警報動作げ遅れる原因となります。 






電池を入れる (親おとすベてのモ器) 


7•取付べースをはずす。 

手のひ5にのせて 


辄も准?盼をが侵ひねる 




2•設置年月を記入する。 


透明フィルムを 
はがさない。 


専用リチウム 
電池(付属） 


3■専用リチウム電池(付属） 
を入れる。 

® コネクタの接続に工具は 
使用しないでください。 

♦取付ベースをはずしたまま;欠の 
手順に進んでください。 

♦ SH 已 902 P に同捆されてし)る 
親器-子器だけで使巧する場合 
は、次に電波確認 （[ y 18ペー 
ジ)を行ってください。 



© 


♦ ij - ド線のホ (+ ) 白卜） 
の向きを確認して、奥ま 
で確実に差し込む。 


取付•登録のしかた 

















@規巧に子おを登録する 


テ器を増設して使用する場合は、必ず親器にモ器を登録してください。 



♦セツト品 ( SH 6902 P ) に同個されている子器は親器に登録済み 
です。登録操作は必要ありません。 

♦あとか日子器を増設する場合、親器を取りはずして （扇^34 ぺージ） 
登録してください。すでに使用中の子器を再登録する必要はあり 
ません。 


1 . 親器とモ器の登録ボタンを同時に巧す。 

♦ r ピッ、登録しました。」び鳴ると、登録完了です。 

♦親器から登録台数を分ッセージでお知らせします。 
♦登録でをる子器の台数 （1 4台）を超えて登録すると 
「ピッ、登録でさません。」と鳴ります。 



2. 2台な上の子おを登録する場合は、 
登録するモ器ごとに手順1をくり返す。 






























電波確認をする 


1 . 規器とモ器をそれぞれ設置する場所の 
真下(巧)に置く。 


ク■親器の電波確認ボタンを}申す。 


■•親器から r ピッ、テスト中です。」 
び数回鳴り、その後、各警報器 
か5電波確認結果を約1分間お 
知らせします。 

»親器は最初に登録台数をメッセー 
ジでお知らせします。 

•電波確認中は各警報器のランプび 
点;風します。 

>いずれかの警報器の警報停止ボタ 




取付•登録のしかた 


@ 















巧姐方法 


1. 警報停止ボタンを押して、音を止めてくださし、。 

2. 約3日秒後に再度、電波確認ボタンを押してください。 

3. それでも届かない場合は、似下の項目をチェックしてくださし、。 

4. 巧処した後、再度、電波確認ボタンを押してください。 


視巧の配置場巧び適切で 
ずか？ 


親器びすべての警報器の中央に 
なるよラに配置を変更する 
電波び届さやす<な0ます。 




家庭用電気製品や OA お 
器（パソコンなど）の電波 
ノイズの影響を受けてい 
ませんか？ 


使用罵境を確認して影響する機器 
を移動する 

電波ノイズを受けると電波び受信で 
さ:ません。 


親器とモ器び部れずぎて 
いませんか？ 


親器と子器の設置場所を近づける 

電波到達距離は障害物のない場所で 

► の水平見通し距離で約1日 Om です。 

/使用環境によっては距離び短<、 

'v なる場合びお0ます。 ) 














































取り付けに関するまを上のご注意 


A 警告 


〇 

化ず守る 


取り付け-取りはずし時などは足場を確保し、 

を全に作業でさるよラミち意ずる。 

守日ないと、転倒•落下してケガをするおそれびあ0ます。 


A ミち意 


〇 

必ず守る 


付属の取付用木ネジを使用して確実に取り付ける。 

両面テープなどで取0付けると、商品び落下し、ケガや 
他の物品を破損するおそれがあります。 


/補強材 
1天井面 


天井面または壁面の野縁&など補 
強材のあるに置に取り付ける。ベニ 
ヤホ反などの薄い天井材や柔5かい 
天井材は、あ5かじめ補強を巧う。 

商品び落下し、ケガや他の物品を 
破損するおそれびあります。 


ノ i 取付ベース 
取付用木ネジ(付属） 
※野緑：天#などを張るため下地の骨組みとなる細長い角材 


壁挂卜け取り付けずる場合や、石こラボードの天井に 
取り付ける場合は、引きひもをはずして使用ずる。 

引さひわを引っ張ることで本体び落下し、 

商品び破損したり、ケガをするおそれびあります。 


0 

禁止 


天井面に取り付ける場合は、 

取付ベースの賣下で取付作業をしない。 

ネジの締め付け時に天井材のくずび目に入るおそれびあ 
りまず。目に入った場含は、ただちに洗い流してください。 


@ 


® ♦石こうボードに取り付ける場合は、石こうボードのくずが 
落下するため、床に敷物などを敷いて作業してください。 
♦補強巧のない石こラボードの天井や壁に取り付ける場ち 
ty 吕4ぺージ 

♦取付場所がコンクリートの場合は、販売店や専門業者にご依頼ください。 


取付•登録のしかた 


















@ 取り付ける 


A 警告 

A 

取付用木ネジの取り扱いは乳幼児や子供の手の届かない 


場所で巧ラ。 

おず守る 

守 5 ないと、誤飲やケガをするおそれびあ 0 ます。 


® ♦専用リチウム電池の IJ — ド線をはさみ込まないようにま意し 
てください。 

♦取り付け後、天井面や壁面に対して本体が傾いていないことを 
確認してくださし、。傾しでいる場ちは、本体の取付べースへの取 
り付けをやり直して < ださし、落下ずるおそれびありま东 


K 巧付べースを取付用木ネジで 
取り付ける。 


取付べースろ 
( ちてて、ネジ. 
\，を記入すると 


両面 テープに よる取付禁止 



2■引きひもびミゾに収まって 
いることを®話ずる。 

引 さひちについて 11 ページ 

J. 本保を取付べースにはめる。 

4 . r カチン J と音がずる 

位置までちに回ず。 

本体び取付ベースに固定されます。 



お 

知 

ら 


天井面に取り付ける場合 


取付•登録のしかた 



















取り付ける(つヴま) 


壁面に取り付ける場合 



2■引まひちび5ゾに収まつていることを巧認ずる。 

引さひちについて cy ] 1ページ 

J ■本体を巧付べースにはめる。 

4 . r カチン J と音びする位置までちに回ず。 

本体び取付ベースに固定されます。 













(取付用木ネジ 1 本に弓 I っ掛ける) 


■ホが が 。" ^ M l 


7■引をひちをはずず。 

屈=11ぺージ 

2■取付べースを取付用木ネジ 
で巧り付ける。 

手順3で取付ベースを取りはずし 
ますので、強く締め付ける必要は 
ありません。 

取付ベースと取付巧木ネジのネジ 
頭部分のすを間びない程度に締め 
付けてください。 

3■取付べ—スを取日はずず。 


4■取付べースを本巧にはめ、 

「カチン J と音びずる位置 
までちに回ず。 


5■本体を巧付用木ネジに 
弓Iつ掛ける。 


6■本体び確見こ引っ掛かって 
いることを巧認ずる。 




5. 取付用木ネジ(付属) 

















取り付ける(つヴま） 


^ •石こうボードと内部空間の深さは 27 mm しソ上必要です。 

な^ ♦プラグの先端が食い込む程度にしっかり突き刺してください。 
♦石こうボードが吕枚貼りの場合は下穴はジ径：已 mm ) を貫通 
させて < ださい。 

♦不明な点は販売店や専門業者、およびお客様ごホ目談窓口にご 
相談ください。 


f ■天井面に取日付ける場合は 
引をひわをはずず。 

缺11ぺージ 

之■石こラボード用巧付プラグ 
を取り付ける （2 力巧)。 

d ■取付べースを巧付用木ネジ 
で 石 こ ラボー ドに 
取り付ける (2 力所)。 


石こうボード 



手廻し 
66.7 mm ドライバ’一 


27 mm じ(上 


取付用木ネジ 



@ 


石こうボードに取り付ける場合 


取付•登録のしかた 
























@ 動作確認をする 


取付媛や電池交換後、お手入れ樓、および定期点検の隙は、必ず正常に 
動作することを確認してくださし、。 


y ■警强停止ボタンを約1巧巧巧す 
あるいは引をひちを約1砂囲引<。 


>「ピッ、テスト中です。」が数回鳴り、 
その後、各警報器か b テスト結果を約 
1分間お知らせします。 

原 UgiS 翻 gs ぺージ 


お見器は最初に登録台数をメッセージ 
でお知らせします。 

»動作確認中は各警報器のランプび 
点滅します。 

»いずれかの警報器の警報停止ボタン 
を巧すか引さひちをひ < と、;>< ツセ 
ージは 止まります。 



ピッ、テスト中です。 

命 

ピッ、正常でず。 




すべての警報器で「ピッ、正常です。」と鳴ることを確認してくだ 
さい。すべての警報器の確認び終わる前に鳴動停止した場ちは、 
警報停止ボタンを約1秒間押すか、あるいは引きひもを約1砂間 
引いて動作確認を続けてください。 


■义災警巧音を鳴6ずことをでをまず 

〇警報停止ボタンを3秒 L 处上巧し続ける、あるいは引をひもを3秒 
ULL 引を続ける。 

一その警報器か5「ピッ、テスト中です。」び鳴った樓、「ピュー、 
ピュー、乂事です。火事です。」び鳴り、他の警報器か!5 
「ピュー、ピュー、他の部屋で火事です。」び鳴れば、正常な 
動作です。 

@警報音を止奴るときは、警報停止ボタンあるいは引をひわを離す。 
音び止まりまず。 







@ 動作確認をする (つヴを) 



テスト結ま 


処置方法 

子器〇台でず。 

ピッ TFS でず 

(0： 登録台数)爛器) 

正常です。このままご使用になれまず。 

ピッ、正甫でず。(子器） 

ピッ、電池切れ 
でず。 

電池切れび近<なっています。 

該当ずる警報器の専用リチウム電池を 
交換してください。屆 "3 已ページ 

ピッピッ、電波が 
受信でをません。 

家庭用電気製品や 0 A 機器(パソコンなど）と 
いった、電波ノイズの影響をちえている可能 
性のある機器を移動させてください。部屋の 
レイアウトを変えた場合などは設置環境を再 
度確認してください。屆="28ページ 

ピッピッピッ、 
故障でず。 

故障しています。販売店または修理ご相談窓 
□にご相談いただき、すみやかに交換してく 
ださい。 

何もメッセージが 
嶋 5 ない。 

専用 U チウム電池びはずれている可能性びあ 
ります。専用 U チウム電池のコネクタを確認 
してください。差し込まれている場合は、完 
全に電池び切れているか、商品び故障してい 
る可能性びあります。販売店または修理ご相 
談窓口にご相談ください。 


















吸 


r ピュ-、ピュ-、义事です。义事です。 j び鳴ったとき 


乂元 L ソ外 


ル刻みに 






警巧停止ボタンを巧ず、または引きひもを引ぐ。 

^約已分間、警報音び一斉に停止し、ランプの点滅び消えます。 

•火元■(がの警報器で操作した場合、火元の警報器の警報は止まりません。 
•約已分後にを煙あるいは熱を検知すると、再び警報動作び始まります。 


@ 


>煙びなくなる、あるいは熱びなくなるまで警報動作をくり返 
します。 

>火元では警報音停止中に火災び発生してち警報び鳴りません。 
ただし火元外では、警報音停止中であってち火災が発生する 
と警報します。 

>火災外でち蒸気やホコリ、虫などで警報することびあります。 
換気や掃除機による吸い取りなどで原因を取り除くと、警報は 
止まります。[:^7ぺージ 


警報音を止めるには 


乂元を確認し、避難してか5119番に 
通報ずるなど適切な処置をする。 


火元 


お知6せ 


取付•登録のしかた 


@ 











ピッピッ、電波び受信できません。 j び鳴ったとき 





■自動電波お認 

警報器は、親器とモ器間の電波び届くかどラかを確認するために 
約1曰に1回、自動的に電波確認を行います。 

異常びあった警報器で上図のよラに警報します。親器に異常び 
あった場合は、すべての警報器で警報します。 



報音を止めるには 


警强停止ボタンを巧ず、または引をひらを引<。 

^「ピッピッ、電波び受信できません。」び3回鳴り、^ッセージび 
止まります。 


•ランプは約8秒ごとに点滅を続けます。 

•電波異常のままの状態であった場合は、0値後)〜24時間しが g に再び警報 
び鳴0ます。 




■対処方法 


セツ hS ( SH 6 g 02 P ) 
のモ器をほ用していま 
ずか？ 

SH 日 902P を購入された 
方のみ 


1111 


W 前は®用していたび、 
現在、電池をはずして 
巧つていないモ器び 
お0ませんか？ 


III! 


巧眉などで子器を交換 
しましたか？ 


1111 


ほ用していないセット品の子 
器の登録を個別消去して<だ 
さい。扇^40ぺージ 

セット品は親器と子器を登録して 
出荷しています。使用しない場合は、 
登録を消去する必要びあります。 


巧用していない子器の登録を 
個別消’去して < ださい。 

顧^ 40ぺージ 

使用していない子器の登録は消去 
する必要びあります。 


モ巧を交換した場合は、親器で 
登録を全ミ肖去したを (屈" 3目 
ぺージ)、巧用ずるモ器のみ再 
登録して < ださい。 


規器を皮用していまず 
か？ 


1111 


親おはがずほ巧して < ださい。 

親器を使用しているのにすべて 
の子器から「ピッピッ、電波び受信 
できません。」と鳴る場合は、親器び 
故障の可能性びあります。その場を 
はすみやかに親器を交換し、使用す 
る子器を再登録してください。 


お知5せ 


取付•登録のしかた 


次ページにつづ< 


(§) 
















@ r ピッピッ、電波び受信できません。 j び鳴ったときりヴき) 


家庭用電気製品や OA 
機器(パソコンなど)の 
電波ノイズの該響を 
受けていませんか？ 


使用環境を巧話して、彰響して 
いる機巧を巧動さはて<ださい。 

電波ノイズを受けている場合は、電 
波び受信でさません。部屋のレイア 
ウトを蜜えた場合などは設置環境を 
確認して < ださい。 


親おと子器び謎れずぎ 
ていませんか？ 


規器と子器の設置場所を巧ヴけ 
て < ださい。 

電波到達距離は障害物のない場所で 
の水平見通し距離で約100 m です。 

/使用環境によっては距離び短くな、 
、る場合びあ0ます。 ノ 



留守の間に電お切れび 
起こつていませんか？ 



動作確認(廣で5ぺージ)を巧 
い、メッセージび鳴6ない警串目 
器ち巧定して<ださい。巧定し 
た警强器の専用リチウム電池を 
交換して < ださい。 
t ^3 呂ぺージ 


ずべてに当てはま6ない場合は、親器で登録を全消去 
(原3日べージ）した後 、使用ずる子器のみ再登録して 
ぐだをい。 


それでも解消されない場合 



(§) 


販売店や修理ご相談窓口へお問い合わせください。 
















感 r ピッピッピッ、脚璋です。 j び鳴ったとを 




けむり当番•ねつ当番は、約1時間ごとに検巧部の自動故障診断を 
行い、故障び発生した警報器で上図のよラに警報します。 




故障状態では煙や熱を検知できないため、义災警報動作をしま 
せん。ただし、他の部屋で火災を検知した場ちは、故障警報し 
た警報器でも火災警報動作(連動動作)をします。 


警報音を止めるには 


警報停止ボタンを巧ず、または引まひをを引く。 

一「ピッピッピッ、故障です。」び3回鳴り、メッセージび止まります。 
•ランプは点滅を続けます。 

•故障のままの状態であった場合は、0(直後)〜24時間政内に再び警報び 
鳴ります。 








e r ピッ、電池切れです。 j び鳴ったとき 




販売店に相談し、ずみやかに新しい専用 
U 于クム電ミ也 （ SH 384 己已吕已吕 0) と 
交換[:^35ページ 



♦電池切れ警報は約1週間継続します。 

♦電池を抜いたままにしておくと電波異常メッセージが鳴り 
ますので、すみやかに電池交換を行ってください。 


警報音を止めるには 


警ま目停止ボタンを巧ず、または引きひもを引く。 

一「ピッ、電池切れです。」び3回鳴0、メッセージび止まります。 
•ランプは約8秒ごとに点滅を続けます。 

•電池切れのままの状態であった場合は、 0( 直後)〜 24 時間政内に再び 
警報び鳴0ます。 










@ 定期点検のしかた 


7■巧な!部のホコリや巧れなどを確認する。 


けむり当を 


ねつ当を 




巧れやホコ U 、 クモの巣び検巧部につくと煙や熱をお巧しにく 
くなったり、誤動作の原因とな0ます。 

次ぺージ「お手入れのしかた」に従って取ってください。 


2.動作確認をする。 廣25 ぺージ 


正常に動作しない場合は 届=36 ぺージ 

© 故障状態や電池切れ状態などでは煙や熱を検知できないため、 
乂災警報動作をしません。 


回な上定巧点巧を巧って<ださい。 


お知5せ 


取付•登録のしかた 


透) 



















ゆ = お手入れのしかた _ 

本体を取りはずしてお手入れしてください。また、取付部付近の 
天井面-壁面を掃除するときち本体を取りはずしてください。 

7 ■本巧を取りはずす。 


ク■巧れやホコリを取る。 

♦水または石けん水に巧を浸し、 

よ < 絞つてから巧れか卞コ U を 上に巧し付けなび6ちに回ず 
取ってくださし、。 


♦熱検知部 ( t ^33 ページ)を触ったり、霜5したりしないで 
ください。故障の原因となります。 

♦巧部に水び浸入しないよラにま意してください。 

故障の原因となります。 

♦アルカリ性洗剤•塩素系漂白剤•ベンジン•シンナーおよび 
アルコールは使わないでください。 

表面にキズや割れび発生する場ちがおります。 


义本なを取付べースに取り付ける。皆21ページ 

♦本体の表面がよく乾いてから取り付けてください。 

♦検知部に異物(糸くず、水など)が残っていないか確認して 
<ださい。 

4•動作確認をする。2已ぺージ 





お知5せ 








^ 電池交換のしかた 


y ■本な:を取りはずす。 


ク•電おコネクタか6 
コネクタを引き巧く。 

3■巧しい専用リチウム電池 
( SH 3 S 4 已已2已 20) 

を入れる。 

廊 n 6ぺージ 

4 ■動作確認をする。 

が2已ぺージ 


廃棄について 



上に巧し付けなび S をに回ず 



不要となった親器-テ器や交換媛の専用リチウム電池は、電池の 
透明フィルムをはびさず、コネクタ部分に絶縁性のあるテープな 
どを巻さ、各市町村で定め5れた方法に従って廃棄してください。 














障かな？と思った 5 

下記の点検 • 処置をしてを異常びある場合は、販売おやお客様ご相談 
窓□にご相談ください。 


^ 点巧 

処置 

义災ではない 
のに义災警報 
動作をずる。 

または 

义災警報動作が 
止ま5ない。 

殺虫剤やタバコの煙、調理 
の煙-蒸気などびけむり当 
蚕にかかっていませんか？ 

室内の換気をしてください。 

検知部や検知部内部にホコ 
U や虫(あるいはクモの巣 
など)びついていませんか？ 

検知部のホコリなどを取り 
除いて < ださい。 

屬^7ぺージ 

近<に調理の熱や蒸気び滞 
留していませんか？ 

熱-蒸気などを取り除いて 
ください。 

検知部に煙や熱などび殘っ 
ていませんか？ 

検知部の煙や熱をラちわな 
どであおいで取り除いて< 
ださい。 

警報停止ボタンび押された 
ままになっていませんか？ 
また引をひちびひっかかっ 
ていませんか？ 

警報停止ボタン、または引 
をひものひっかかりを直し 
てください。 

警報停止ボタン 
を巧してち 
動作しない。 

専巧 U チウム電池のコネク 
夕びはずれていませんか？ 

コネクタを差し込んでくだ 
さい。 

専巧 U チウム電池び切れて 
いませんか？ 

/電池切れ警報動作\ 

([: y 32ページ)を 
\してぃた / 

新しい専用リチウム電池に 
取り替えて < ださい。 

屬^3日ぺージ 


警報器が故障していまず。 

版売店や修理ご相談窓□に 
ご相談ください。 
























^ 点巧 

処置 

「ピッ J 音が鳴り、 
ランプ(ホ)が 
点滅ずる。 


警報の種類(電波異常警報/ 

「ピッピッ」音が 
鳴り、ランプ 
(ホ)が点滅する。 


故障警報/電池切れ警報)に 
よって、 L ソ下の項目を参照し 
<ださし)。 

— r ピッピッ、電波がま信 

「ピッピッピッ J 
音が鳴り、 

ランプ(ホ)が 
点滅する。 

警報停止ボタンを押して 
警報音(方ッセージ)を 
確認してください。 

で去ません。 J び鳴った 
と去 28 ぺージ 

-►1 ■ピッピッピッ、故障で 
ず。 J が嗚コたと去 
斬 31 ぺージ 

-►r ピッ、電お切れです J 
が鳴ったとま 
厮 32 ぺージ 

ランプ(ホ)び 
お]8巧お走に点 
滅を繰り返ず。 


ランプし赤)が 
連続点滅ずる。 



「ピッ、未登録 
でず。 J と鳴る。 


親器に子器が登録されて 
いません。 

登録して < ださい。 

原 17 ぺージ 

「ピッピッピッ、 
しば5くお待 
ちぐださい。 J 
と鳴る。 


親器-子器が通信化理中 
でず。しば 5 く待ってか 
ら操作してください。 


お知 5 せ 


取付•登録のしかた 


@ 


















巧障かな？と思つた6 (っヴま) 


警報が同時に発生した場合の優先順位について 


〇义災警報 
曾故障警報 
©電化切れ警報 
©電波勇萬警報 


警報時と警報音停止時の動作について 



义元のけむ日当香•ねつ当ま 

連動巧のけむり当番-ねつ当ま 

ランプ 

警報音 

ランプ 

警報音 

通常 時 

消灯 

— 

消な 

— 

火が警報動作時 

早い点滅 

乂が警報音 

小刻みな点滅 

乂災警報音 

义元で乂が警部音 
を停止させた場合 

消な 

— 

消な 

— 

連動巧で义災警報音 
を停止させた場合 

早い点滅 

火が警報音 

消灯 

— 

故障警報動作時 

早い点滅 

故障警報音 

連動巧は警報動作 
しません。 

故障警報音停止時 

早い点滅 

— 

電地切れ警報動作時 

遅い点滅 

電池切れ警報音 

電地切れ警報停止時 

遅い点滅 

— 

電波異常警報動作時 

遅い点滅 

電波異萬警報音 

遅い点滅 

電波異常警報音 

電波異常警報停止時 

遅い点滅 

— 

遅い点滅 

— 


(§) 




























^ 使用を中止-交換する場合 

故障したり不要になったテ器を使わない場含、警報器の登録は 
消去する必要びあります。 

消去には性消去」と r 個別消去」の2つのち法びあります。 



♦確実に登録消去を行ラため、故障した際には r 全消去」をおす 
すめします。 

♦全く動作しない子器では r 個別消ま」できませんので、親器で 
「全消去」を行ってください。 

♦親器び動作しなくなった場合は親器を交換し、新しい親器に 
テ器を登録し直してください。 （ r 全消ま」はす要です。） 


全消去 


ブ■ほわなくなつた規器を取日 
はずず。 齒 =34ぺージ 

ム 電池コネクタか5コネクタ 
を巧<。 

3 . 登録ボタンを巧しなび6 

電池コネクタを雷し込む。 
frt -、 ミ肖ちしました。1 
モ登録です。 J び鳴るまで 
、登録ボタンを巧し続ける。, 

♦すべての警報器の登録び消去 
されまず。 

4 . 電池コネクタか5コネクタ 
を巧さ、電池を巧<。 



>再び使巧する場合は、親器に子器を 
登録 ( cy 17ページ）してください。 
»再登録した場合は、必ず動作確認 
( C ^2 已ページ)を行ってください。 



電池コネクタ 



全消去しても子器側の登録は消去されません。 
使用しない子器の電池は抜いてください。 










^ 使用を中止-交換する場合(っヴを) 


個別消去(使わなくなった子器で操作) 


お 

知 

ら 

せ 


y ■ほねな<なつたモ器を取0 
はずず。 届 =34ぺージ 

ム 電池コネクタか6コネクタ 
を巧<。 


3 . 登録ボタンを巧しなび百 

電池コネクタを差し込む。 

T ピッ J 音が鳴るまで登録 
し ボタンを巧し続ける 。 J 

♦親器と操作した子器から「ピー、 

消ましました。」と鳴り、その子 
器の登録び消まされます。 

4 ■電池コネクタか6コネクタ 
を巧き、電池を巧く。 

5. 巧用ずる警巧おの動作確認 
をずる。屈=25ぺージ 

♦電波異常警報び鳴る場合は、個別 
消去び実行されていません。 

全消去 （ty 39ページ)を行って 
<ださい。 




♦個別消去を行う場合は、必ず親器の専用リチウム電池が差し 
込まれていることを確認してください。 

♦ r ピー、消ましました。」と鳴るまでにしば5 く撮大約2已秒） 
時間がかかる場合があります。 












ワイヤレス連動型住ち用义災警報器の Q&A 

0けむり当ま、ねつ当まは混なさせて使用できまずか？ 

IAI できます。 


0モ巧び义災を巧知してを連動して警報しまずか？ 

親器•子器にかかわらず、火災を検巧するとすベての警報器び連動して 


困 


警報します。 


□ 親器を2台巧用して連動させることはでをまずか？ 

でさません。 ] システムに親器1台、テ器は14台までです。 


親器を2台しソ上使用しても連動しません。 




11^3 


L 子器〕 


ハ 


乂 


をお） 


I 子器 


ハ 


をお] 


Q 設置したをに子巧を追加（増設)でをまずか？ 

困 


でさます。設置巧能台数(子器は14台まで)の範囲内であれば追加 
可能です。ご使用前に追加するテ器を親器に登録し （tyi 7ページ)、 
電波び届くことを確認 （cyi 8ページ）してください。 


お知5せ 


取付•登録のしかた 


@ 


















^ 9 仆レス觀 I 型僻默耀關の QSA (っヴま) 


0ワイヤレス中継器はほ用できまずか？ 

fAl 使巧できません。ワイヤレス連動型用の中継器はありませんので、 
U 電波び届をにくい場合、親器をずべての警報器の中央になるよラに 
配置してください。 


0晩家にを設置してある場台、混信しませんか？ 

fAl 湿信しません。使用前に親器•子器間で固有の I □登緑(連動の登録)を 
' 一一 ' 行いますので、隣家と混信することはありません。 


0 r 母屋 J と r 部れ J や別巧の2巧帯住ちで連動させたいのでずび 
使用でをまずか？ 

[ AI 使用で去まずび、し处下の2点にご注意ください。 

♦電波確認（[運8ページ)を実施し、母屋〜離れで電波び届くことを 
確認してください。 

♦警報停止は、必ず母屋と離れ双方のま全を確認してから行ってくだ 
さい。 


0 アバー トなどの共同はちで、他住戸と連動させて巧用できまずか？ 

[ AI 使用しないでください。理由は切下の通りでず。 

アパートなどの共同往宅の例 

複数の住戸を1システムで連動させると、乂災発生時、連動先の住戸で警 
報を止めたとさに、連動先のずべての住戸の警報び止まってしまいます。 
い固々の住戸巧で連動するよラにしてお使いいただ<場合は^ 

' v 問題ありません。 ) 


お知5せ 












仕様 


品 番 

品 名 


SH 6410 P 
(本体表示： SH 6410) 

けむり当ま薄型2種(電池式•ワイヤレス連動親器） 
(警報音 • 音声警報機能付） 

1 □ 

SH 6420 P 
(本体表示： SH 6420) 

けむ0当番薄型2種(電池式 • ワイヤレス連動子器） 
(警報音 • 音声警報機能付） 

人り 

SH 6420 YP 

(本体表示： SH 6420 Y ) 

けむ0当番薄型2種(電池式 • ワイヤレス連動子器） 
(警報音•音声警報機能付）（巧室色） 


SH 6620 P 

(本体表示： SH 白扫 20) 

ねつ当番薄型定温式(電池式•ワイヤレス連動子器） 
(警報音 • 音声警報機能付） 

吕 ZI 
セット 
品 

SH 6902 P 

/親器の \ 

林体表示： SH 6410；/ 

/子器® \ 

、本体表示： SH 6420 j 

けむ0当番薄型2種 

價池式•ワイヤレス連動親器 •子 器セツ トに 台)） 
(警報音 • 音声警報機能付） 


種 別 

SH 6410 P ■ 
SH 6420 P 
SH 6420 YP . 
SH 6620 P ] 

光電式住宅用防災警報器 

定温式住宅用火が警報器 

型 式 

SH 6410 P ■ 
SH 6420 P 
SH 64 吕日 YP _ 

SH 6620 P 

電池方式、2種 ( DCS ん3日。 mA )、 連動型、 

自動試験機能付、無線式(発信器-受信器） 

電池方式 ( DC 3 V 、300 mA )、 連動型、 

自動試験機能付、無線式(発信器-受信器） 

型式番号 

SH 6410 P ] 鑑住第22〜13号 

SH 6420 P 1 鑑住第22〜14号 

SH 6420 YP 」 茹化ちピピ145 

SH 6 己吕 0 P 11鑑住第 22—0 己号 

使用電池 

専用 U チクム電池 SH 384 巳已2巳 20(3 V ) 

電池寿命 

約1日年(※り 


:お客様のご使用環境により短くなる場合びあります。また、セキュリティ受信器 
炬 CD 1101- ECD 己101)と組み合わせて使巧した場合の電池寿命は、親器約 S 
年、子器約10年となります。 


お知5せ 


取付•登録のしかた 























仕様(っヴま) 


碑 

1 

古 

一 

芦 

な 

1 

火災警報時 

火元：ピュー、ピュー、火事です。火事です。 

連動先：ピュー、ピュー、他の部屋で火事です。 

電池切れ警報時 

「ピッ、電池切れです。」び3回鳴動し、その後約4日秒おさに 
「ピッ」び鳴動 

故障警報時 

「ピッピッピッ、故障です。」び3回鳴動し、その後約40秒おさに 
「ピッピッピッ」び鳴動 

電波異常警綱寺 

「ピッピッ、電波び受信でさません。」び3回鳴動し、その後 
約4日砂おさに r ピッピッ」び鳴動 

火災警報音量 

1 m にて7日 dBm 上(鑑定基準） 

使用周波数 

親器 ( SH 目410 P ) 

rCH . 1」固定 （42 白.66吕己/42目.76吕已 MHz び)2波） 

子器 ( SH 色 420 P - SH 6420 YP - SH 6620 P ) 
rCH.l 」固定 (426 .日62已 MHz の1波） 

送信出力 

1 OmW 赏窒 

電波の到達距離 
/ 使用場所の環境に、 
、ょ0短< な0ます J 

親界〜子器 

:障害物のない場所での水平見通し距離約1 00 m (※含） 

寸 法 

SH 6410 P 1 

SH 6420 P 約を100 mmx 約 26 mm (取付ベース含む） 

SH 色 420 YP 」 

SH 6620 P コ約0100 mmx 約 36 mm (取付ベース含む） 

質 量 

けむ0当ま ( SH 6410 P - SH 6420 P - SH 6420 YP ) 

約 12 日目(専用 U チウム電池含む） 

ねつ当害 ( SH 白目2日 P ) 約1日日 g (専用 U チウム電池含む） 

使用周囲温度 

日て:〜+4日む 

設置場巧 

天井面-璧面 


※吕： ワイヤレス中継器 (ECE1 巨8 日- ECD31 日日)は 使用できません。 

組み合わせ可能な住宅用火災警報器 



一般型 

薄型 

けむり当番 

親器 

が3) 

SH 22717 
SH 22417 

SH 4410 

SH 32717 

SH6410P 

子器 

SH 22427 
SH 22427 Y 

SH4420 

SH 32427 
SH 32427 Y 

SH6420P 

SH6420YP 

ねつ当番 

子器 

SH221 吕7 

SH4620 

SH 32127 

SH6620P 


《3 :-般型と薄型を混在して使用する場合でも、親器は1システムに台しか 
使用でさません。 




































巧証とアフターサービス c よくお読みください) 


修理-使いかた-お手入れなどは… 

■まず、お買い巧め巧へご相談 < ださい。 


お買い上げの際に 
記入されると梗利 
です。 


販売店名 
電 話 

お買い上げ曰 


年 


修理を依頼されるとさは… 

「故障かな？と思ったら」 （感つ6〜37 ページ） 
でご確認のあと、直 5 ないときはお買い上げ 
曰と下記の内容をご連絡ください。 

•製品名住宅用火災警報器 
♦品番 

•故障の状況できるだけ具体的に 


•保証期間中は、保話書の規定に従って出張修理いたしまず。 

保証期間：お買い上げ曰か6本体1年間 

•保証期間終了後は、該断をして修理できる場ちはご要望により修理させ 
ていただをます。 

修理料金は次の内容で構成されています。 

[技術料】 診断-修理-調整-点検などの費用 
[部品代】 部品および補助材料代 
【出張料】 技術者を派遣する費用 

•補修用性能部品の保有期間 閲 

当社は、この住宅巧火災警報器の補修用性能部品(製品の機能を維持するため 
の部品)を、製造巧ち切り後7年保有しています。 


お知5せ 


取付•登録のしかた 














■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓□にご相談ください。 

《r よくあるご質問」レ< ールでお問い合わせ」などは、ホームページを 
ご活用ください。 

http://panasonic.co.jp/cs/ 

♦修理に関ずるご相談は . 


修理ご相談センター 


ぶ難譜 4 S 10570-0 も-器旨 

全国どこか5でも市内通話料金でご利用いただけます。3巨已曰/受付9時〜20時 


ただし、携帯電話 ‘PHS’IP/ 光電話等は下記の電話番号へおかけくださし、。 
+肺か〇〇 ROHR 1 non t 571-B686 大阪府巧真市巧真1048 
大阪 SO 目- 6906-1 090 バナソこック電てテクノトビス ㈱ 

ホし幌巧01 1-2 目 1- 目401懸をち屋狂〇已吕 -551-7900® 
東京狂03-日 392-71 90靈）福岡 0092-622-0531 嚴 


•使いかた-お手入れなどのご相談は… 


パナソニック お客様ご相談センター 


3巨己曰 

受付9時〜20時 


パナは 36曰日 


電話眾 【か】 0120 -878-365 

タイでル血画，※携帯電話. PHS からもこ刑用になれます。 


■上記番号がご利用いただけない場合- 
■FAX フリーダイヤル函•’ 


06-6907-1187 

0120-878-236 


※ご使用の回線 (IP 電話やひかり電話など)によっては、回線の混雑時に 
数分で切れる場合があります。 

※频印は大阪へ自動乾送になり、拠点か日大阪までの転送通信料は醉社負担です。 
※所在地、電話番号、受付時間などが変更になることびあります。 


0911 


【ご相談におけるお客樣に関する情巧のお取0巧いについて】 

バナソニック電工株式芸社およびバナソニック電エグループ関係舍社似下档社）は、 
お客様の個人情報をバナソニック製品に関するご相談対応や修理サービスなどに利用 
させていただをます。併せて、お問合せ内容を正確に把握するため、ご相談内容を録 
音させていただをます。また、折り返し電話をさせていただくとをのために発信番号 
を通知いただいてお0ますので、ご了承願います。当社は、お客様の個人情報を適切 
に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を餘を、第兰ちに個人 
情報を開示•提供いたしません。個人情報に関するお問合せは、ご相談いただをまし 
た窓□にご連絡 < ださい。 


パナソニック株式会社 
_ 製造元/ \°ナソニック電工株式会社 

-— 干 514-85 巧=重県ま市藤方1668 

(IG) 起 Panasonic Electric Works Co', Ltd. 2 日 10 


HA •セキュリティ事業部 


お知 5 せ 










く無料修理規定 > 

1. 取扱説明書、本体貼がラベルなどのミ主意書にがった使用状態で保証期間 
巧に故障した場合には、無料修理をさせていただきまず。 

(イ）無料修理をご化頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつ 
けください。 

(□) お買い上げの駆売店に無料修理をごな頼になれない場合には、お容 
様ご相 f 炎窓□にご相 f 炎ください。 

(八）この商品は出張修理をさせていただきまずので、修理に隙し本書を 
ご提示 < ださい。 

2. ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお宮様ご 
相談窓□にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれな 



M ください。 

料にさせていただきまず。 

I こよる故障及び損傷 
落下などによる故障あび損傷 
，変あび公害、塩害、ガス害 
用電源（電圧、周波数）など 


い場合には、お客様ご相 i | 空 

4. 保証期間内でち次の場合 
(イ）使用上の誤りなび不 
(□) お買い上げ馈の取がお 
(八）乂楽、地震、水害、落’ 

(硫化ガスなど）、異常 I 
による故障あび損傷 
(二） 車両、船舶などに搭 i 
(ホ）一般家庭用]:■/外に使用る 
(へ）本書のご提示がない屬 
C 卜）本書にお買い上百、お 

あるいは字句を書き替えられた場合 
(チ）離島または離島に準じる遠 pp がへ出張修理を巧う場合の出張に要 
す§実費 「1 

5. 本書は日本国内にお U てのを育^^’す。 

目.本書は再発巧いたし^ サんめで 大切お* くださし 

7.お客様ご相談窓□は、取扱説 I 


ずる故障及び損傷 
の故啓及:び損傷 


店をの記入のない場合、 



※お客様にご記入いただいた個人信锦（保証書控）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安全点橫活動のために利用させていただ<場合 
がございますのでご了承ください。 

※この保証書は、本書に S 月示した期菌、条件のもとにおいて無料修理を 
お約束するものでず。従ってこの保証書によって、保証書を発巧して 
いる者（保証責任者)、及びそれ]:>(外の事業をに対するお客様の法律上の 
権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理につい 
てご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にお問 
い合わせください。 

※保証期菌経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については、取扱説 
日月書をご覧 <ださい。 

《This warranty に valid only in Japan . 















Panasonic 


けむり当垂•ねつ当香巧証書 

本書はお買い上げの日から下記期間中故障が発生した場含には 
本書裏面記載内容で無料修理を巧うことをお約束するものでず。 
ご記人いただきました個人情報の利用目的は本書裏面(こ記載し 
ております。お客様の個人情報に関するお問い合わせは、お買い 
上げの販売店(こご連總ください。詳細は裏面をご参照くだぎい。 


S 番 




保証期闇 

ぉ*ぃ_| 

[ TMim 

T す d 

1年間 

墓孰)上げ日 



月 B 




お客様 


ご販売店様へ※巧欄は必ず記入してお渡しください。 































